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○

生涯学習の推進

青少年の育成環境を向上させるとともに、仲間づくりや郷土についての理解を深め、児童・生徒・青少年の「
ひとづくり」を推奨する。

○はなまき！おもしろ探検隊開催 6回 183千円
○家庭教育支援講座の開催 6回開催 105千円
○青少年関係団体支援 390千円
・青少年関係団体（３団体）への補助

○成人式開催 1,550千円
・式典の部（市主催）、記念行事の部（成人式記念行事実行委員会主催）

○共通 34千円

青少年活動推進事業費

担当課長

事業手法の詳細１

○青少年活動推進事業費 2,262千円

１ 青少年体験活動支援 678千円

(1)「はなまき！おもしろ探検隊」 183千円
市内小学校を対象に学区を越えた交流と花巻の魅力ある地域資源を活用した体験や
遊びを通じて、郷土を愛する心を育む。
７月～１１月全６回（仕事体験、キャンプ、アート体験など）

(2)青少年関係団体への補助 390千円
負担金補助及び交付金（青少年関係団体への活動支援）
・ガールスカウト30千円
・少年少女発明クラブ150千円
・花巻市青少年育成市民会議【石鳥谷】210千円

(3)家庭教育支援講座 105千円

２ 成人式 1,550千円
成人式の開催に係る経費

３ 共通経費 34千円

18100000 生涯学習部 生涯学習 佐々木正晴
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○

「非核平和都市宣言」を平成18年３月に議決し、その考え方を普及するため、非核平和学習会等の事業を開
催している。

○非核平和学習会の開催 620千円
小学生を被爆地広島市に派遣し、戦争の悲惨さや原子爆弾の恐ろしさを学ぶ学習会を開催 9人参加

○非核平和学習会感想文集の発行 66千円
非核平和の普及啓発として非核平和学習会に参加した小学生の感想文集を発行 1,640部発行

○平和教室等の開催 5千円
非核平和に対する意識を醸成するため、小学校において平和教室（平和ビデオ上映会）を開催したほか

、非核平和展（平和ポスター展、平和ビデオ上映会）を開催 平和教室1回開催（13人参加） 非核平和
展7日間開催（約90人来場）

非核平和推進事業費

担当課長

事業手法の詳細１

①非核平和学習会の開催 620千円
≪概要≫
８月５日・６日の２日間、市内小学生（５、６年生）９名を被爆地広島市に派遣し、戦争の恐ろしさを自ら

の目や肌で感じる機会として非核平和学習会を開催した。
広島市平和記念式典に参列するほか、広島平和記念資料館の見学などを行った。

≪経費≫
９節 職員旅費 引率職員 @71,340円×２人＝142,680円

費用弁償 児童 403,640円（９人）
養護教諭 @71,460円×１人＝ 71,460円

19節 平和首長会議負担金 2,000円
（核兵器廃絶と恒久平和の確立に取り組む平和首長会議の事業趣旨に賛同し、メンバーシップ納付金
を負担）

合計 619,780円

※上記のほか、参加児童より@16,500円×９人＝148,500円の参加負担金を徴収し、宿泊費の差額等に充て
た。
※平和首長会議
代表者 会長 広島市長 松井一實
事務局 公益財団法人 広島平和文化センター
加盟都市 163か国・7,905都市（うち国内1,733都市） 令和２年５月１日現在

②非核平和学習会感想文集の発行 66千円
≪概要≫
非核平和の普及啓発として非核平和学習会に参加した小学生の感想文集を発行し、市内小学校５年生及び６

年生に配付した。（1,640部発行）
≪経費≫
11節 印刷製本費 非核平和学習会感想文集印刷

@36.5円×1,640部×1.1＝65,846円

③平和教室等の開催 ５千円
≪概要≫
非核平和に対する意識を醸成するため、小学校において平和教室（平和ビデオ上映会）を、花巻市文化会館

において非核平和展（平和ポスター展、平和ビデオ上映会）を開催した。
≪経費≫
11節 消耗品費 平和ポスター展示用消耗品 2,872円
12節 通信運搬費 平和ビデオ上映会に使用するDVDを借用した際の郵送料 2,148円

≪平和教室の開催実績≫
Ｈ26年度 ２回（湯口中、太田小）
Ｈ27年度 １回（新堀小）
Ｈ28年度 １回（新堀小）
Ｈ29年度 １回（新堀小）
Ｈ30年度 １回（新堀小）
Ｈ31年度 １回（新堀小）

03150000 総合政策部 総務 鈴木 和志

意見・要望等の状況

事業費

国費

財
源
内
訳

01 02 01 01 124010 非核平和推進事業費

当該年度
決算額

次年度
現計予算額

決算額
前年比

691 8

00

00

00

00

8691



平成31年度

【事後評価】

会計 款

単位:千円

0

3,423

県費

項

0

目 事業コード 事業名

0

0

3,423

前年度
決算額

地方債

その他

一般財源

特定財源の内訳

事業期間

事業説明資料

担当部署

単年度繰返 期間限定 平成31年度 ～ 平成31年度

部重点施策における目標

事業開始の背景・経緯

事業概要

事業説明資料

○

生涯学習の推進に努めます。

犯罪や非行のない明るく安全で住みよい地域社会を実現するため、市民の防犯意識を高める。

○少年補導委員による街頭補導活動 3,303千円
街頭補導活動実施回数 337回

○青少年問題協議会の開催 0千円
・令和元年度の開催なし

少年センター運営事業費

担当課長

事業手法の詳細１

◎ 少年の非行を防止するため、街頭補導活動等を行い、青少年を取り巻く環境の浄化を図る。

１ 少年補導委員による街頭補導活動 3,303千円

少年補導委員
・36班（1班3名前後）の編成にて街頭補導活動
・街頭（駅、公園、ゲームセンター、大型店舗等）を巡回、必要により声かけ、補導を実施
・活動は1班、月1回程度
・任期は2年（H30.4.1委嘱）、学校や地域からの推薦者等を委嘱
・委員数85人（内訳：教員36人、地域推薦41人、市職員等8人）
（地区別：花巻53人、大迫9人、石鳥谷16人、東和7人）

主任少年補導委員
・主任少年補導委員（非常勤職員）を置き、少年補導委員の活動に関する事務を総括

岩手県少年センター連絡協議会
・県内の少年センターを設置する自治体で構成する当協議会に加入
・各種研修会への参加や情報交換を実施

２ 青少年問題協議会の開催 0千円
・令和元年度の開催なし

３ 事業費
1節 報酬（主任少年補導委員報酬、少年補導委員報酬） 2,824,329円
4節 共済費（社会保険料等） 292,920円
9節 旅費（主任少年補導員研修参加等費用弁償） 18,120円
11節 需用費（消耗品） 154,698円
12節 役務費（街頭補導活動報告用ハガキ） 5,461円
19節 負担金（岩手県少年センター連絡協議会負担金） 7,200円

計 3,302,728円
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